
沿 革 
 

１ 沿革の概要 

年 度 主 な 出 来 事 

1954（昭和 29） ○新設が認可（７月１日） 

○校名を東町小学校と決定（８月１日） 

・学校の一帯が「東町」という町名だったことに由来 

○旭川市立東町小学校 創立（９月１日） 

・朝日小学校より児童 220名啓明小学校より 71名、他３名、 

合計２９４名、６学級編成で開校 

・校舎は、光陽中（元のイラクサ工場）の一部を借用 

○父母と先生の会創立〔会員数約 200〕（９月１日） 

○開校式・祝賀会（９月 20日） 

○母の会結成式（11月７日） 

○第１回卒業式〔卒業生 39名、式場は光陽中〕（３月 12日） 

1955（昭和 30） ○新校舎完成 新校舎へ移転〔児童３６５名〕（11月８日） 

○校章完成 

1956（昭和 31） ○グラウンド完成（９月 24日） 

○通学区域一部変更〔朝日小より 273名編入学〕（11月 1日） 

○完全給食開始（11月 19日） 

1958（昭和 33） ○食品衛生優良校として知事表彰（７月 15日） 

○校旗完成〔第５回生卒業記念〕（３月５日） 

1959（昭和 34） ○校歌制定、開校５周年記念祝賀式（11月 14日）  

○屋内体育館完成（８月 22日） 

1960（昭和 35） ○旭川市花壇コンクール ３位（８月 29日） 

1961（昭和 36） ○旭川市花壇コンクール １等１席（８月 28日） 

1962（昭和 37） ○旭川市花園コンクール 学校の部１等２席（９月４日） 

○全日本健康優良学校児童表彰地方審査会 健康優良校(９月 16日) 

○全国花いっぱい都市対抗 奨励賞（10月５日） 

〇北海道健康優良学校審査会 優秀賞 

1963（昭和 38） ○全道学校図書館研究大会会場校〔３日間〕（７月 30日） 

○旭川市花園コンクール 学校の部 1位１席（９月３日） 

○北海道健康優良学校審査会 健康優良学校（８月 28日） 

1964（昭和 39） ○東町小学校同窓会発会式（７月 12日） 

○旭川市花園コンクール 学校の部１位（９月７日） 

○全日本健康優良学校児童表彰地方審査会 健康優良校(９月 24日) 

○開校 10周年記念式典（10月１日） 

○児童数 1824人（９月 15日） 

○東部地区分室「千代田」創設〔421名移籍〕（11月 16日） 

1965（昭和 40） ○旭川市花壇コンクール 学校の部２位１席（９月６日） 

○北海道健康優良学校審査会 健康優良学校 

 

 

沿革１          



年 度 主 な 出 来 事 

1966（昭和 41） ○旭川市花壇コンクール学校の部優勝 

○豊岡小〔豊岡小 330名移籍.朝日小 51名移籍〕(10月 21日) 

〇全日本学校環境緑化コンクール 入選（10月 31日） 

〇全道視聴覚教育実践記録公募 佳作（２月４日） 

○北海道健康優良学校審査会 健康優良学校           

1967（昭和 42） ○ＮＨＫ合唱コンクール旭川地区優勝 

○全日本学校環境緑化コンクール 特選/農林大臣賞（11月 20日） 

〇北海道緑化コンクール 1位（２月５日） 

1968（昭和 43） ○ＮＨＫ合唱コンクール 旭川地区優勝 

○東町横断歩道橋完成 

○全国花いっぱい小・中学校コンクール北海道審査 優秀賞(11月 29日) 

1969（昭和 44） ○ＮＨＫ全国学校音楽コンクール北海道コンクール 優良校(10月 24日) 

○東栄小開校〔東栄小 154名移籍.旭川第三小 12名移籍〕(１月 20日) 

〇科学の夢をえがく図画コンクール 学校賞（２月 14日) 

○スキー築山完成 

○学校環境緑化 知事表彰 

○校内放送施設新設 

1970（昭和 45） ○ＮＨＫ全国学校音楽コンクール 旭川地区大会 最優秀校(10月 10日) 

○東部市営スケートリンク校庭に開設 

○科学の夢をえがく図画コンクール学校賞 

1971（昭和 46） ○ＮＨＫ全国学校音楽コンクール道北大会 最優秀校（９月 19日） 

○全道理科研究大会開催 

〇上川管内教育実践研究 優秀賞（２月８日） 

〇旭川市児童生徒絵画展 優秀学校賞（３月 14日） 

1972（昭和 47） ○ＮＨＫ全国学校音楽コンクール道北大会 優秀（９月 17日） 

1973（昭和 48） ○ＮＨＫ全国学校音楽コンクール全道最優秀賞 

○電車軌道（線路）撤去 

1974（昭和 49） ○机・椅子が一人用になる 

○開校２０周年記念行事事業実施 

○ＮＨＫ全国学校音楽コンクール道北大会 最優秀（９月 18日） 

1975（昭和 50） ○ＮＨＫ全国学校音楽コンクール道北大会 最優秀（10月５日） 

1976（昭和 51） ○職員室改装 

○ミニグラウンド整備 

○ＮＨＫ全国学校音楽コンクール北海道コンクール 優秀(９月 12日) 

1977（昭和 52） ○ＮＨＫ全国音楽コンクール北海道地方大会 優良校 

1978（昭和 53） ○ＮＨＫ全国音楽コンクール旭川地区 優良校 

1979（昭和 54） ○ＮＨＫ全国音楽コンクール北海道地方大会 最優秀校(９月 30日) 

1981（昭和 56） ○北北海道学生書道展 学校奨励賞(２月 23日) 

1983（昭和 58） ○トイレ水栓工事完了 

1984（昭和 59） ○開校３０周年記念行事実施 

○教育実践公開研究大会開催 

○親子給食開始〔給食室改修〕 

○北北海道学生書道展 学校奨励賞（２月 23日） 
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年 度 主 な 出 来 事 

1985（昭和 60） ○新校舎落成〔体育館を除く〕（３月 18日） 

1986（昭和 61） ○旧校舎解体 

〇前庭植樹庭園完了（６月 30日） 

○グラウンド完成（８月 30日） 

○体育館完成（11月 20日） 

○築山完成 

○校舎新築落成記念事業実施 

1987（昭和 62） ○言語障害学級〔ことばの教室〕開設（４月２１日） 

○学校教材園・観察園完了（６月 18日） 

1988（昭和 63） ○屋外リス小屋設置（６月 20日） 

1989（平成 元） ○姉妹都市ブルーミントン・ノーマル市（米）の小学校教師・中学

生来校 

○上川言語障害研究会開催 

○旭川市性教育研究会公開 

1990（平成２） ○グランド屋外照明設置（９月５日） 

〇校舎（職員室前）防球ネット設置（11月 27日） 

1991（平成３） ○北海道小学校家庭科研究会公開 

1992（平成４） ○生活飼育小屋設置（５月 22日） 

○中央公民館百寿大学活動開始 

1994（平成６） ○開校４０周年記念行事実施、航空写真撮影（８月１日） 

1995（平成７） ○旭川市性教育研究会公開 

○コスモス花壇造成（５月 20日） 

○水族館（１階ホール）、植物園（３階ホール）設置 

1996（平成８） ○前庭植樹〔桜、木蓮、コブシ 等〕、教材園植樹〔桃、栗、グミ 等〕 

○プール新築（９月５日）            （５月 10日） 

○教育実践発表会開催（11月 13日） 

1997（平成９） ○教育実践発表会開催〔旭川市指定教育実践発表会〕(10月 30日） 

○基北川の改架橋 

○旭川市雪あかりコンクール優秀賞 

1998（平成 10） ○教育実践発表会開催（10月 31日） 

1999（平成 11） 〇百寿大学と給食交流会実施 

2000（平成 12） ○教育実践発表会開催（11月 18日） 

○給食用ランチルーム完成（２月） 

2001（平成 13） ○百寿大学との給食交流・学芸会共演 

○東町小おやじの会設立 

○全道ＰＴＡ広報紙コンクール大賞 

2002（平成 14） ○「総合的な学習の時間」学習指導要領に創設 

○教育実践発表会開催（９月 13日） 

〇北海道教育公務員弘済会 研究論文・実践記録 準特選（11月９日） 

○全道ＰＴＡ広報紙コンクール 大賞/日本教育新聞社賞(３月 13日) 

2003（平成 15） ○旭川市ＰＴＡ広報紙コンクール 大賞（５月 10日） 

○教育実践発表会 第１回「授業を考える会」開催（９月 19日） 

○日専連旭川児童版画コンクール 最優秀学校賞（３月１日） 
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年 度 主 な 出 来 事 

2004（平成 16） ○開校５０周年記念式典挙行（９月 12日） 

○全道家庭科研究大会旭川大会会場校（９月 22日） 

○教育実践発表会 第２回「授業を考える会」開催 

2005（平成 17） ○全道学校図書館教育研究大会授業会場校（10月６日） 

○教育実践発表会 第３回「授業を考える会」開催 

○上川管内教育実践表彰（２月 23日） 

○第 23回全道ＰＴＡ広報紙コンクール北海道新聞社賞 

2006（平成 18） ○教育実践発表会 第４回「授業を考える会」開催（11月 22日） 

○北海道公立学校教育課程実践研究概要掲載表彰（３月１日） 

2007（平成 19） ○地方誌「グラフ旭川 7月号」で教育活動紹介（７月 25日） 

○教育月刊誌『遥＋』９月号（ぎょうせい）に教育実践掲載(８月 17日) 

〇北海道教育公務員弘済会 研究論文・実践記録 特選（11月７日） 

○教育実践発表会 第５回「授業を考える会」開催（11月 22日） 

○北海道教育実践表彰〔学校表彰〕（２月 15日） 

○北海道公立学校教育課程実践研究 概要掲載表彰（３月１日） 

○財団法人言語教育振興財団 研究開発助成授受（３月 19日） 

2008（平成 20） ○「外国語活動」（５・６年）開始 

○教育実践発表会 第６回「授業を考える会」開催（11月 21日） 

○学校図書館蔵書のバーコード管理開始（１月） 

○「学校の教育目標」新設定（２月２日） 

○北海道公立学校教育課程実践研究 概要掲載表彰（２月 27日） 

2009（平成 21） 〇学校教育目標設定（４月１日） 

○教育実践発表会 第 ７回「授業を考える会」開催（11月 20日） 

○全道ＰＴＡ広報紙コンクール 奨励賞（３月 11日） 

2010（平成 22） 〇旭川市ＰＴＡ広報紙コンクール 優秀賞（５月８日） 

○教育実践発表会 第 ８回「授業を考える会」開催（11月 19日） 

2011（平成 23） ○教育実践発表会 第 ９回「授業を考える会」開催（11月 22日） 

2012（平成 24） ○全道ＰＴＡ広報紙コンクール審査員特別賞 

○教育実践発表会 第 10回「授業を考える会」開催（11月 16日） 

○全道ＰＴＡ広報紙コンクール 審査員特別賞（３月８日） 

2013（平成 25） ○豊島雄一スクールコンサート開催 

〇旭川市ＰＴＡ広報紙コンクール 優秀賞（５月 11日） 

○第１回全道学校給食調理コンクール 最優秀賞（11月 13日） 

○教育実践発表会 第 11回「授業を考える会」開催（11月 14日） 

2014（平成 26） 〇開校 60周年記念運動会実施（５月 25日） 

〇開校 60周年禁煙学芸会実施（10月５日） 

○教育実践発表会 第 12回「授業を考える会」開催（11月 13日） 

2015（平成 27） ○開校 60周年記念航空写真撮影・タイムカプセル開封 

○教育実践発表会 第 13回「授業を考える会」開催（11月 12日） 

2016（平成 28） 〇ブランコ設置（８月 30日） 

○全道国語科研究大会６学年授業公開 

○旭川教育振興会「新しい時代の教育を語る集い」共催 

教育実践発表会 第 14回「授業を考える会」開催（11月 10日） 
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2017（平成 29） ○教育実践発表会 第 15回「授業を考える会」開催（11月 ９日） 

2018（平成 30） ○「特別な教科 道徳」全面実施 

○「外国語科」〔５・６年〕先行実施 

○教育実践発表会 第 16回「授業を考える会」開催（11月 15日） 

2019（令和元） ○「プログラミング教育」実施 

○教育実践発表会 第 17回「授業を考える会」開催（11月 21日） 

○新型コロナウイルス感染症の流行により臨時休校（２～３月） 

2020（令和２） ○新型コロナウイルス感染症の流行により臨時休校（４～５月） 

○煙突改修工事完了（８月 17日） 

○１人 1台タブレット端末整備、無線 LAN整備（２月） 

2021（令和３） ○暖房ボイラー取替工事完了（11月 19日） 

2022（令和４） ○大規模暖房工事完了（９月 22日） 

〇暖房パネル等取替工事完了（12月９日） 

〇体育館照明ＬＥＤ取替工事完了（２月） 

〇全道ＰＴＡ広報誌コンクール 奨励賞（３月 13日） 

 

 

２ 地域の概要 

 

○本校は、旭川市における東部地区の著しい発展に伴い、昭和２９年に誕生した学校であ

る。その後も周辺地域の都市化が急速に進み、昭和３９年度には４０学級の超マンモス

校になった。豊岡・東光地区の都市化進行に伴い、周辺での新設校の創設などがあり、

昭和６０・６１年度に１８学級規模の新校舎落成となった。現在は郊外への人口流出に

伴い児童数が年々減少している。 

 ○校区には、警察署、各種病院、各種金融機関、各種教育機関、各企業さらに大型店舗や

商店街、飲食店等が密集している地域である。また古くからの住宅地域でもあり、アパ

ートやマンション、市営住宅等に居住している児童も多い。 

 ○校区の中心部を縦断する道道豊岡神楽線及び横断する４条通 1条通は交通量が非常に多

く、児童の登下校に常に注意が必要である。 

 

 

３ 施 設 

 

（１）校 舎   鉄筋コンクリ－ト造り３階建一部塔屋 

   体育館   鉄骨造一部鉄筋コンクリ－ト造平家建 

   暖 房   温水式    トイレ   水洗式 

 

（２）普通教室   

（３）特別教室  視聴覚室、図工室、理科室、図書室、家庭科室、音楽室、ランチルーム 

   管理室   校長室、職員室、保健室、他 

   グラウンド  夜間照明施設（夏季夜間→開放事業）、光陽中と共用 

   体育館    夜間→開放事業 
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４ 歴代校長 
 

代 氏  名 期    間 

初   代 古 屋 栄 松 昭和 29.08.01 ～ 昭和 33.12.01 

第 ２ 代 藤 岡 達 義 昭和 33.12.01 ～ 昭和 35.11.16 

第 ３ 代 神 田 左武郎 昭和 35.11.16 ～ 昭和 38.03.31 

第 ４ 代 藤 川 晴 義 昭和 38.04.01 ～ 昭和 43.03.31 

第 ５ 代 笠 松 秀 雄 昭和 43.04.01 ～ 昭和 47.03.31 

第 ６ 代 本 間 武 雄 昭和 47.04.01 ～ 昭和 51.04.01 

第 ７ 代 谷内田 義 雄 昭和 51.04.01 ～ 昭和 54.04.01 

第 ８ 代 河 合   洋 昭和 54.04.01 ～ 昭和 57.04.01 

第 ９ 代 山 本 敏 明 昭和 57.04.01 ～ 昭和 61.03.31 

第１０代 安 達 謙一郎 昭和 61.04.01 ～ 平成元.03.31 

第１１代 藤 田 昌 彦 平成元.04.01 ～ 平成 03.03.31 

第１２代 畠 山 良 樹 平成 03.04.01 ～ 平成 06.03.31 

第１３代 海老名 義 夫 平成 06.04.01 ～ 平成 09.03.31 

第１４代 小 林 道 博 平成 09.04.01 ～ 平成 11.03.31 

第１５代 伊 藤 俊 夫 平成 11.04.01 ～ 平成 14.03.31 

第１６代 瀬 波 金 直 平成 14.04.01 ～ 平成 16.03.31 

第１７代 中 西   睿 平成 16.04.01 ～  平成 19.03.31 

第１８代 七 田   繁 平成 19.04.01 ～  平成 21.03.31 

第１９代 山 崎 秀 治 平成 21.04.01 ～  平成 23.03.31 

第２０代 秋 田 健 一 平成 23.04.01  ～  平成 25.03.31 

第２１代 千 田 久美子 平成 25.04.01  ～ 平成 27.03.31 

第２２代 林   邦 子 平成 27.04.01  ～ 平成 29.03.31 

第２３代 北 島 やよい 平成 29.04.01 ～  平成 31.03.31 

第２４代 井 村 佳代子 平成 31.04.01  ～  令和 03.03.31 

第２５代 佐 藤 美 鶴 令和 03.04.01 ～ 令和 06.03.31 
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３ 児童数・学級数の推移 

       数 

 年度  

学 級 数  児 童 数   

児童数合計  普通学級  特別支援  普通学級  特別支援  

 

昭和２９年度 

３０ 

    ３１ 

    ３２ 

    ３３ 

    ３４ 

    ３５ 

    ３６ 

    ３７ 

    ３８ 

    ３９ 

    ４０ 

 

昭和４１年度 

    ４２ 

    ４３ 

    ４４ 

    ４５ 

    ４６ 

    ４７ 

    ４８ 

    ４９ 

    ５０ 

    

５１ 

    ５２ 

    ５３ 

    ５４ 

    ５５ 

    ５６ 

    ５７ 

    ５８ 

    ５９ 

    ６０ 

    

６１ 

    ６２ 

    ６３ 

 

 

     

  ６ 

       ９ 

     １１ 

     １９ 

     ２３ 

     ２５ 

     ２４ 

     ２７ 

     ２８ 

     ３２ 

     ４０ 

      

３６ 

     ２８ 

     ２９ 

     ３２ 

     ３３ 

     ２８ 

     ２９ 

     ２６ 

     ２４ 

     ２４ 

      

２４ 

     ２４ 

     ２３ 

     ２３ 

     ２２ 

     ２３ 

     ２１ 

     ２１ 

     ２０ 

     １９ 

     

 １８ 

     １８ 

     １８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

 

２９６  

３５９  

４６０  

９１４  

１１０７  

１２３６  

１２５０  

１３２６  

１３８７  

１５２８  

１７５７  

１４３３  

 

１５４０  

１１５８  

１２２３  

１２６３  

１３０７  

１０７９  

１０７７  

１０１３  

９６４  

９０９  

 

９３７  

９２０  

９１５  

９２０  

８６９  

８７６  

８４４  

８０７  

７８６  

７４３  

 

 ６７２  

６５０  

６０４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ 

１５ 

 

２９６  

３５９  

４６０  

９１４  

１１０７  

１２３６  

１２５０  

１３２６  

１３８７  

１５２８  

１７５７  

１４３３  

 

１５４０  

１１５８  

１２２３  

１２６３  

１３０７  

１０７９  

１０７７  

１０１３  

９６４  

９０９  

 

９３７  

９２０  

９１５  

９２０  

８６９  

８７６  

８４４  

８０７  

７８６  

７４３  

 

６７２  

６６４  

６１９  

 

 

沿革７ 



       数 

 年度  

学 級 数  児  童  数 
児童数合計  

普通学級  特別支援  普通学級  特別支援  

 

平成 元年度 

     ２ 

     ３ 

     ４ 

     ５ 

     ６ 

     ７ 

     ８ 

     ９ 

    １０ 

 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

３０ 

 

令和 元年度 

    ２ 

３ 

４     

     ５ 

 

 

１８ 

     １６ 

     １６ 

     １４ 

     １２ 

     １３ 

     １２ 

     １２ 

     １２ 

     １２    

    

１２ 

     １２ 

     １２ 

     １２ 

     １２ 

     １２ 

     １２ 

     １２ 

     １２ 

     １２ 

   

   １１ 

９ 

９ 

９ 

９ 

９ 

９ 

８ 

８ 

９ 

 

８ 

９ 

９ 

９ 

７ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

 

１ 

２ 

２ 

 

２ 

３ 

２ 

２ 

３ 

３ 

４ 

４ 

３ 

４ 

 

３ 

４ 

３ 

４ 

５ 

 

 

５８０  

５５２  

５２０  

４８０  

４３８  

４４２  

３９８  

３８６  

３７３  

３５１  

 

３４３  

３３４  

３２９  

３２１  

３０９  

３０９  

３０２  

２８８  

２７９  

２７０  

 

２７３  

２６１  

２５６  

２４６  

２３３  

２１２  

２００  

２０７  

２１５  

２１９  

 

２０５  

２１１  

２１０  

２０９  

２００  

 

 

１３  

１２  

１３  

１９  

１５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  

１  

 

２  

４  

４  

 

３  

４  

９  

８  

１３  

１６  

２０  

２２  

２０  

２２  

 

２１  

２２  

１９  

１８  

１９  

 

 

５９３  

５６４  

５３３  

４９９  

４５３  

４４２  

３９８  

３８６  

３７３  

３５１  

 

３４３  

３３４  

３２９  

３２１  

３１０  

３１０  

３０２  

２９０  

２８３  

２７４  

 

２７６  

２６５  

２６５  

２５４  

２４６  

２２８  

２２０  

２２９  

２３５  

２４１  

 

２２６  

２３４  

２２９  

２２７  

２１９  

 

沿革８ 


